
郡
家
町
　
井
澤
　
久
司
さん 

讃
岐
富
士
登
山

讃
岐
富
士
登
山
の
す
す
め 

讃
岐
富
士
登
山
の
す
す
め 

地域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 

箘 

今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー 

郡
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
信
員 

　
サ
ッ
カ
ー
大
好
き
な
小
学
１

年
〜
６
年
生
の
子
ど
も
た
ち
が
、

毎
週
日
曜
日
と
第
２
・
４
土
曜

日
に
、
綾
歌
町
の
土
器
川
河
川

敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
し
て
い

ま
す
。 

　
「
一
生
懸
命
プ
レ
ー
す
る
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
監
督
や
コ
ー
チ

の
指
導
を
受
け
て
、
暑
い
日
も

寒
い
日
も
、
み
ん
な
元
気
に
ボ

ー
ル
を
追
い
か
け
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
団
員
を
募
集
中
で
、

女
の
子
も
大
歓
迎
。
サ
ッ
カ
ー

教
室
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
見
学
に

来
て
く
だ
さ
い
。 

〈
連
絡
先
〉
小
野
坂
拓
司
（
綾
歌

町
・
蘂
5
7
―
1
7
4
0
）
 

綾
歌
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ 

８６ 

　
朝
夕
は
畑
の
手
入
れ
、
日

中
は
仕
事
に
出
掛
け
る
香
川

さ
ん
。
忙
し
い
合
間
で
も
、

週
２
回
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
は
か
か
し
ま
せ
ん
。
元
気

の
秘
け
つ
を
尋
ね
る
と
「
朝

か
ら
し
っ
か
り
ご
飯
を
食
べ

て
、
体
を
動
か
す
こ
と
か
な
。

そ
れ
に
、
色
々
な
人
と
話
す

の
も
楽
し
み
で
す
ね
。
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

香
川
ヨ
シ
子
さん 

（
飯
山
町
・
８３
歳
） 

　
郡
家
に
住
む
わ
た
し
た
ち
は
、
郡

家
地
区
か
ら
見
る
讃
岐
富
士
が
、
市

内
の
ど
の
方
角
か
ら
見
る
眺
め
よ
り

も
美
し
い
姿
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
見
た
こ
と
の
な
い
人
は
、
平
野

に
静
か
に
た
た
ず
む
お
む
す
び
山
の

姿
を
、
郡
家
か
ら
見
て
く
だ
さ
い
。 

　
わ
た
し
は
、
趣

味
の
カ
メ
ラ
を
持

っ
て
、
週
に
２
・

３
回
は
必
ず
讃
岐

富
士
に
登
り
ま
す
。

高
さ
４
２
２
メ
ー

ト
ル
、
頂
上
ま
で

約
一
時
間
と
気
軽

に
登
れ
る
た
め
、

近
所
に
も
た
く
さ

ん
の
登
山
仲
間
が

い
ま
す
。
山
頂
に

着
く
と
、
お
茶
や

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む

人
や
薬
師
堂
に
お
参
り
す
る
人
、
体

操
を
す
る
人
な
ど
、
そ
の
姿
を
見
る

の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。 

　
登
山
道
か
ら
北
を
望
む
と
、
瀬
戸

の
海
を
背
景
に
、
瀬
戸
大
橋
や
造
船

所
、
火
力
発
電
所
の
高
い
煙
突
が
、

手
前
に
見
え
る
角
山
や
大
束
川
と
見

事
に
調
和
し
た
姿
が
一
望
で
き
ま
す
。

ま
た
、南
側
に
も
大
麻
山
や
琴
平
宮
、

土
器
川
の
流
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

　
最
近
は
、
一
日
50
人
か
ら
１
０
０

人
ほ
ど
の
人
た
ち
が
登
っ
て
お
り
、

そ
の
数
は
年
々
増
え
て
い
る
よ
う
で

す
。
な
か
に
は
、
一
日
に
３
回
も
登

る
と
い
う
熱
心
な
人
も
い
る
と
か
。 

　
今
後
も
、
こ
の
環
境
が
続
く
こ
と

を
願
う
と
と
も
に
、
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
に
、
美
し
い
風
景
や
清
々
し
い 

空
気
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

１０ 

燃
え
上
が
る
ご
み
収
集
車 

　
　
　
　
　（
資
料
写
真
） 

１０ １１ 

　
近
年
、
農
業
従
事
者
の
減
少
や
高

齢
化
な
ど
で
、
遊
休
農
地
が
増
え
農

地
の
荒
廃
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
地
は
、
一
度
荒
廃
し
ま
す
と
、
耕

作
で
き
る
状
態
に
戻
す
に
は
多
く
の

労
力
が
必
要
で
、
周
辺
の
農
業
や
生

活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。 

　
農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
23
年
10

月
か
ら
12
月
ま
で
「
農
地
利
用
状
況

調
査
」を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

島
し
ょ
部
を
除
く
耕
作
放
棄
地
は
、

約
１
３
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
陸
地
部
農

地
面
積
の
約
３
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
）

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
約
23
ヘ
ク
タ

ー
ル
減
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
は
、
草
刈
・
耕
起
な
ど
で
保

全
管
理
に
努
め
た
農
地
が
多
か
っ
た

こ
と
が
原
因
の
一
つ
で
す
が
、
平
坦

部
に
お
い
て
も
遊
休
化
し
た
農
地
が

発
生
し
て
い
ま
す
。 

　
農
業
委
員
会
で
は
、
調
査
結
果
を

踏
ま
え
て
、
農
地
の
有
効
利
用
、
適

正
管
理
の
指
導
や
相
談
業
務
を
引
き

続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
な
お
、
耕
作
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

農
地
の
売
買
や
貸
借
な
ど
の
希
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
農
業
委
員
会
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

出し方で、 
品格品格が見えてくる。 
出し方で、 
品格が見えてくる。 
5月30日貉～6月5日貂 
全国ごみ不法投棄監視ウイーク 
ごみ減量・リサイクル推進週間 

クリーン課 蘂58-7453

　先日、ごみ収集中の車両から、火災が

相次いで発生しました。近くに子どもが

いたら大変なことになっていました。原

因は、捨てられたごみの中のスプレー缶

と考えられます。  

　スプレー缶やライターなどは、不燃ご

みなどとしないで、必ず資源ごみとして

出してください。 

　食材を無駄に捨てたり、過剰な包装をしたり、資

源ごみを不燃ごみなどとして捨てていませんか。 

　皆さんのちょっとした心掛けで、簡単にごみは

減らすことができます。 

　家庭でのごみの捨て方を見直しましょう。 

　市では「全国ごみ不法投棄監視ウイーク」

を中心にごみ減量等推進員に協力していた

だき、特別態勢でパトロールを行います。 

　市民の皆さんも、もし不法投棄を発見し

たときはクリーン課へ連絡してください。 

危ない。 

　火災発
生！ 

ごみを 

　減らし
ましょう！

 不法投
棄は 

　犯罪で
す。 

遊
休
農
地
を
な
く
そ
う
！
 

農
業
委
員
会
蘂
2
4
―
8
8
2
6

※「丸亀今昔」は、紙面の都合でお休みします。 


